
安
倍
晋
三
首
相
は
７
月
21
日
夜
、
参

議
院
選
挙
結
果
を
「
国
民
の
皆
さ
ま
は

ち
ゃ
ん
と
（
憲
法
改
正
に
向
け
た
）
議

論
を
せ
よ
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
」
と
テ

レ
ビ
番
組
で
発
言
。
さ
ら
に
「
私
の
使

命
と
し
て
、
残
さ
れ
た
任
期
の
中
で
、

憲
法
改
正
に
当
然
挑
ん
で
い
き
た
い
」

と
強
調
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
発
言
は
世
論
を
完
全

に
無
視
、
選
挙
結
果
の
解
釈
を
「
我
田

引
水
」
し
た
、
安
倍
首
相
の
強
欲
さ
を

表
わ
す
詭
弁
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

時
事
通
信
社
が
参
議
院
選
挙
比
例
代

表
で
重
視
し
た
政
策
の
出
口
調
査
で
は
、

自
公
両
党
に
「
改
憲
」
で
投
票
し
た
人

は
僅
か
ば
か
り
で
す
（
図
１
を
参
照
）
。

政
策
分
野
の
第
一
位
が
「
年
金
・
介
護
・

医
療
」
の
23
・
９
％
で
、
改
憲
は
６
・

６
％
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

世
論
は
改
憲
を
望
ん
で
い
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
安
倍
首
相
の
改
憲
へ
の
暴
走

は
と
ま
り
ま
せ
ん
。
参
議
院
選
挙
で
は

改
憲
派
の
議
席
は
３
分
の
２
を
超
え
ず
、

改
憲
発
議
に
必
要
な
議
席
が
確
保
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
安
倍
首
相
は
、

「
党
改
憲
案
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
、
柔

軟
な
議
論
を
行
う
」
と
表
明
。
改
憲
発

議
に
必
要
な
４
議
席
以
上
を
確
保
す
る

た
め
、
柔
軟
な
改
憲
案
と
野
党
の
一
部

を
取
り
込
む
懐
柔
策
で
改
憲
を
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

国
民
民
主
党
の
玉
木
雄
一
郎
代
表
は

７
月
26
日
に
「
私
は
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

議
論
を
進
め
、
首
相
に
も
ぶ
つ
け
る
」

と
改
憲
議
論
に
参
加
の
宣
言
。
ま
た
、

自
民
党
内
で
は
衆
議
院
議
長
を
は
じ
め

改
憲
議
論
促
進
派
の
人
事
を
画
策
す
る

な
ど
し
て
い
ま
す
。

憲
法
を
変
え
る
必
要
は
全
く
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
日
本
国
憲
法
を

生
活
と
社
会
に
生
か
す
こ
と
こ
そ
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
安
倍
首
相
の
求
め
る

改
憲
議
論
の
出
口
は
改
憲
発
議
で
す
。

野
党
は
同
調
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
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今こそ憲法を生活・社会に生かす政治を

７
月
の
参
議
院
選
挙
が
終
わ
り
ま
し
た
が
、
自
公
与
党
は
「
信
を
得
た
」

と
ば
か
り
に
、
国
民
世
論
無
視
、
安
部
暴
走
を
続
け
ま
す
。
政
局
は
安
倍

改
憲
シ
フ
ト
と
の
攻
防
と
な
り
ま
す
。
立
憲
野
党
と
市
民
の
共
闘
で
消
費

税
増
税
、
安
部
首
相
の
改
憲
攻
勢
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

「
我
田
引
水
」

詭
弁
家
の
安
倍
首
相

改
憲
議
席
確
保
に

柔
軟
、
懐
柔
路
線

入
り
口
は
改
憲
論
議

出
口
は
改
憲
発
議
へ

改憲論議

NO!

図ー１



世
界
は
核
兵
器
で
の
他
国
へ
の
威
嚇
禁

止
、
核
兵
器
の
廃
絶
の
流
れ
が
強
ま
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
原
発
依
存
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
の
転
換
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

被
爆
国
日
本
は
こ
の
流
れ
を
後
押
し
す

る
責
務
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
外

交
、
安
全
保
障
政
策
を
抜
本
的
に
転
換
し
、

そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
改
め
て
全
世
界
に
発

信
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
、
今
の
日
本

政
府
は
こ
の
責
務
と
役
割
を
棚
上
げ
し
た

ま
ま
で
す
。
ま
た
米
国
の
核
の
傘
に
未
だ

依
存
し
、
軍
事
力
の
強
化
、
原
発
の
再
稼

働
、
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
推
進
を
続
け

て
い
ま
す
。

現
在
、
核
問
題
の
国
際
的
な
課
題
は
、

朝
鮮
半
島
の
非
核
化
、
国
連
で
の
核
兵
器

禁
止
条
約
を
発
効
さ
せ
る
こ
と
、
イ
ラ
ン

核
合
意
を
め
ぐ
る
平
和
的
な
解
決
で
す
。

朝
鮮
半
島
の

非
核
化
は
、
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
の
米
朝
対
話
に
よ
り
、
現

実
性
を
帯
び
始
め
ま
し
た
。
し
か
し
米
国

は
、
朝
鮮
へ
の
一
方
的
譲
歩
を
要
求
し
、

打
開
策
は
未
だ
見
え
ま
せ
ん
。
ま
た
日
本

は
、
こ
れ
ま
で
朝
鮮
に
対
し
「
核
・
ミ
サ

イ
ル
・
拉
致
」
を
３
点
セ
ッ
ト
と
し
、

「
制
裁
と
圧
力
」
一
辺
倒
で
進
み
、
外
交

は
無
き
に
等
し
い
状
態
で
し
た
。

こ
の
「
蚊
帳
の
外
」
の
日
本
は
事
態
打

開
の
た
め
、
朝
鮮
と
の
〝
無
条
件
対
話
〟

を
持
ち
出
し
ま
し
た
。
今
す
べ
き
こ
と
は
、

２
０
０
２
年
９
月
の
「
日
朝
ピ
ョ
ン
ヤ
ン

宣
言
」
に
立
ち
返
る
こ
と
、
在
日
朝
鮮
学

校
の
差
別
政
策
を
中
止
し
、
日
朝
関
係
の

正
常
化
に
一
歩
踏
み
出
す
こ
と
で
す
。

国
連
で
の

核
兵
器
禁
止

条
約
を
日
本
は
早
急
に
批
准
す
べ
き
で
す
。

日
本
は
２
０
１
７
年
７
月
の
国
連
会
議

で
、
１
２
２
カ
国
に
よ
り
採
択
さ
れ
た
核

兵
器
禁
止
条
約
に
反
対
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
２
０
１
８
年
の
国
連
で
は
、
こ
れ
を
具

体
化
す
る
交
渉
会
議
へ
の
不
参
加
を
表
明

す
る
な
ど
、
「
被
爆
国
日
本
」
へ
の
期
待

に
背
を
向
け
る
、
驚
く
べ
き
外
交
に
終
始

し
て
い
ま
す
。

イ
ラ
ン
の

核
合
意
を
巡

り
、
国
際
不
安
と
緊
張
関
係
が
生
ま
れ
て

い
ま
す
。
２
０
１
５
年
に
米
英
仏
独
中
ロ

の
６
カ
国
と
欧
州
連
合
が
イ
ラ
ン
と
核
合

意
を
締
結
し
ま
し
た
。
し
か
し
米
国
は
、

２
０
１
８
年
５
月
に
核
合
意
か
ら
突
如
離

脱
、
石
油
輸
出
の
制
裁
、
空
母
打
撃
群
を

派
遣
し
ま
し
た
。
今
年
６
月
以
降
、
日
本

の
タ
ン
カ
ー
の
被
弾
、
イ
ギ
リ
ス
や
イ
ラ

ン
は
タ
ン
カ
ー
の
拿
捕
な
ど
し
て
い
ま
す
。

だ

ほ

ま
た
米
国
は
、
イ
ラ
ン
海
域
へ
派
遣
の
た

め
の
「
有
志
連
合
軍
」
を
募
る
な
ど
、
一

触
即
発
の
事
態
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

安
倍
政
権
は
、
イ
ラ
ン
と
の
友
好
関
係

を
踏
ま
え
、
米
国
の
イ
ラ
ン
核
合
意
離
脱

を
止
め
る
た
め
の
外
交
を
展
開
す
べ
き
で

す
。◆

◆

◆

◆

◆

◆

ど
の
問
題
に
関
し
て
も
、
米
国
ト
ラ
ン

プ
外
交
に
屈
従
し
て
い
る
無
策
の
日
本
外

交
の
姿
が
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。

被
爆
74
年
の
今
、
原
爆
の
被
爆
者
、
原

発
の
被
曝
・
被
災
者
の
声
、
そ
し
て
全
世

界
で
沸
き
起
こ
る
核
兵
器
廃
絶
、
脱
原
発

の
声
と
運
動
を
強
め
、
安
倍
政
権
外
交
、

安
全
保
障

政
策
を
転

換
さ
せ
ま

し
ょ
う
。
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日本は核兵器廃絶に向けた独自外交を 「
ヒ
ロ
シ
マ
、
ナ
ガ
サ
キ
」
の
被
爆
か
ら
今
年
８
月
で
74

年
、
「
フ
ク
シ
マ
」
原
発
事
故
か

ら
８
年
半
が
経
ち
ま
し
た
。
改
め
て
人
類
史
上
稀
に
み
る
大
き
な
犠
牲
と
教
訓
を
得
た
日
本
が

核
問
題
で
、
世
界
で
果
た
す
べ
き
役
割
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

日
本
こ
そ
核
依
存
か
ら
脱
却
を

核
問
題
ー
３
つ
の
緊
急
課
題

朝
鮮
半
島
の
核
問
題

核
兵
器
禁
止
条
約

イ
ラ
ン
核
合
意
問
題

被爆
７４
周年
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